
多機能型重症児デイサービスいちご ５領域に基づく活動プログラム 

いちごでは支援の５領域の内容に対応した支援を行なっています。 

① 健康・生活…健康状態の把握、リハビリテーションの実施 

② 言語・コミュニケーション…人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得 

③ 人間関係・社会性…他者との関わりの形成、自己の理解と行動の調整、仲間づくりと集団参加 

④ 認知・行動…認知の発達と行動の習得 

⑤ 運動・感覚…姿勢と運動、動作の向上、保有する感覚の統合的な活用 

 

 

重度の障害をもつお子さんにとって「あそび」とは、五感に刺激を受けることで脳の発達を促し、「あそび」 を通

して様々な人たちと関わる中で、社会性を広げていく心身の成長に欠かすことのできないものです。 いちごでは機

能訓練士・保育士・児童指導員・看護師など多職種で連携し、専門性を活かした様々な 視点からアプローチするこ

とで、子どもたちの気づきや発達を支援しています。 

学校のある放課後と休業日の 1 日利用などで、子どもたちの状況や季節に合わせて活動プログラムを立案し実施し

ています。 

 

 ①生活・健康②言語・コミュニケーション③人間関係・社会性④認知・行動⑤運動・感覚 ＊「ねらい」の（ ）内は主に係る領域 

あそび ねらい 遊び方・配慮事項 

 

絵本 

（読み聞かせ） 

・季節を感じる（①④） 

・さまざまな言葉にふれる（②） 

・コミュニケーションを楽しむ（③） 

・視覚や感覚から刺激を受ける（④⑤） 

その時期の季節や行事を知ることができるような絵本や、子

どもの好きなものや興味のあるものから選ぶ。視覚的に捉え

にくい子どもには感触を感じられる物や色のはっきりした絵

本を選ぶ。また繰り返しの言葉やリズム感を楽しめるよう声

に抑揚をつける。 

 

 

 

ふれあい遊び 

・スキンシップを通じて子どもが安心感を持つ(②

③)  

・コミュニケーションを通じて他人への親しみを持

つ（②③） 

・体の動かし方や動かす楽しさを知る(④⑤) 

手遊び歌やわらべうたで遊ぶときは、子どもとふれあいなが

ら、目線を合わせて繰り返しゆっくりと歌う。歌や動作が早

いと、子どもが混乱して楽しめず、飽きてしまうことがある

ため、ゆっくりハッキリした動きを見せる。子どもの様子を

見ながらスピードを調整する。スキンシップを取りながら、

力加減に配慮し身体のさまざまな部分を動かす。 

 

 

 

散歩 

・季節を感じる(①④)  

・地域の人やと環境にふれ合う(②③)  

・五感を刺激する(④⑤) 

・体力をつけたり太陽を浴びることで生活リズムを

整える(①⑤) 

子どもが自然に目を向けられるような言葉がけや子どもの表

情を見ながら様々な言葉がけを行う。また花や草など実際に

触れられるものには触れて感触や匂いなども感じられるよう

に配慮する。子どもの年齢、体力、環境、交通ルート等を十

分に考慮し、無理のない場所・行程にする。 

 

創作活動 

・季節を感じる(①④)  

・様々な感触に触れる(④⑤)  

・手先を動かす(④⑤)  

・何かを作る楽しさを感じる(③)  

・達成感を感じる(③)  

・自分の意思を伝える（②③） 

季節を感じられる物を作る。一つ一つの工程で本人の意思を

確認し、一人では難しい所は少し介助しながら「できた」を

感じられるような関わりをする。様々な感触の物を用意し好

みを探る。描いたり貼ったりする作業の時は手元が見えるよ

う斜面台などを使用する。 



 

タブレット 

・意図をもって手を動かす（操作する）（④⑤） 

・いろいろな音を楽しむ（④⑤） 

・文字や数字などにふれる(②） 

体を動かし自分で操作できるよう姿勢を整える。自分で動か

してならすなどができた場合には褒めるなど満足感や達成感

が感じられるような言葉がけをする。 

 

バランスボール 

・体を動かす（①④⑤） 

・体の動かし方や動かす楽しさを知る(④⑤) 

・筋力を維持する（①⑤） 

自力で楽しむことは難しいが、スタッフと一緒に取り組むこ

とで子どもに合わせた動きができる。身体を伸ばすことに使

用したり、うつ伏せで使用することもでき、普段できない身

体の動きを知ることができる。 

 

ブランコ 

（大型＆一人用） 

・体を動かす（①④⑤） 

・体の動かし方や動かす楽しさを知る(④⑤) 

・筋力を維持する（①⑤） 

一人で乗ることが難しい子どもも安全に乗ることができる。

経験したことがない揺れることで体が自然にバランスをとろ

うとし、全身の筋肉が刺激される。体が動かせる子どもは揺

らすにはどうするかを考える力が身につく。 

 

すべり台 

・体を動かす（①④⑤） 

・体の動かし方や動かす楽しさを知る(④⑤) 

・筋力を維持する（①⑤） 

姿勢を保つための筋力向上やバランス感覚を養う。一人で経

験することは難しいが安全に介助することにより、経験を積

むことができる。 

 

トランポリン 

・体を動かす（①④⑤） 

・体の動かし方や動かす楽しさを知る(④⑤) 

・筋力を維持する（①⑤） 

自力で楽しむことは難しいが、スタッフと一緒に取り組むこ

とで子どもに合わせた動きができる。座位が難しい子どもも

跳ねることの楽しさを経験することができる。 

 

 

ボーリング 

・体を動かす(①④⑤) 

・ピンの倒れた様子を見て楽しむ(④⑤) 

・お友達を応援する(②③) 

・ゲームによって生じる嬉しさや悔しさなどの気持

ちを感じたり表現する(②③) 

・数にふれる(④) 

倒した本数を競う。人数や子どもたちの様子によって個人戦

かチーム対抗戦かを決める。スライダーを使いボールを転が

す際には、子どもたちの自発的な動きを待ったり手を動かし

やすい位置などを工夫する。食べ物や季節を感じられる物を

ピンに貼り○○狩りや○○倒しなどの遊び方もできる。数を

数えられる子がいる時には一緒に倒れたピンの数を数える。 

 

 

ディスコライト 

・光を感じる（楽しむ）(④⑤) 

・心身共にリラックスする(①②④⑤) 

・音や香りを感じる（②③④⑤） 

部屋を暗くし癒し系の音楽をかけ、ミラーボールや電飾など 

様々な光る物を用意する。期待感が持てるよう部屋を暗くす

るときや、電飾をつける時に「3、2、1」の掛け声をする。視

覚的に光を捉えることが難しい子には他の活動（ハンモック

など）と組み合わせて感触も楽しめるよう配慮する。 

 

玉入れゲーム 

（傘を天井からつるす） 

・投げることの楽しさや、ねらった傘に入った時の

喜びを感じ、体を動かすことの楽しさや満足感を味

わう(①③④⑤)  

・友達との関わりを楽しむ(③④) 

・賑やかな雰囲気を感じる(③④) 

人数や子どもたちの様子によって個人戦かチーム対抗戦かを

決める。タイムレースで多く入れた方の勝ち。投げるのが難

しい子はベッドに乗って高さや距離を調整する。数を数える

際には、子どもと一緒に数える。 

 

 

魚釣りゲーム 

・同じあそびを共有し、他者への関心や信頼関係を

深める(②③) 

・手の動きや指先の感覚、視覚を使って集中して遊

び、できた達成感や十分な満足感を味 わう(③④

⑤) 

・賑やかな雰囲気を感じる（③④） 

人数や子どもたちの様子によって個人戦かチーム対抗戦かを

決める。タイムレースで多く釣り上げた人の勝ち。魚を投げ

入れるところから行うなど期待感を持って参加できるよう導

入を工夫する。待っている子はストップウォッチ係で役割を

持って参加できるようにする。魚を感じられるよう、数を数

える際には 魚を子どもたちの方に飛ばしながら数えることで

感触ややりとりを楽しめるよう配慮する。 

 


